
炭酸水素ナトリウムの熱分解② 
 

実験では、炭酸水素ナトリウムの加熱により発生した気体は 

 

 

 

これらのことから、発生した気体と液体は二酸化炭素と水ができた事がわかる。  

 

炭酸水素ナトリウムと、加熱後にできた白い物質を同量の水に少しずつ入れると 

 

 

 

 

このことから、加熱後にできた白い物質は、炭酸水素ナトリウムより水に溶けやすく、その水溶液(水に

溶けた状態)は強いアルカリ性であることが分かる。 

この加熱後にできた白い物質を「炭酸ナトリウム」と呼ばれる物質である。 

 

つまり、前回の「炭酸水素ナトリウムの熱分解①」で表した熱分解の式は 

炭酸水素ナトリウム → 炭酸ナトリウム ＋ 二酸化炭素 ＋ 水 

が正しい式である。 

ちなみに、炭酸水素ナトリウムが炭酸ナトリウムより水に溶けないのは、 

水 50 ㎝³に溶ける事が出来る量が少ないからである(表１参照)。 

 

＜まとめ＞ 

 

 

  

①石灰水を白く濁らせた 

②試験管の口についた液体は、青色の塩化コバルト紙を赤色に変化させた 

 

①溶け方に違いがあった 

②フェノールフタレイン溶液を加えた時の色の違いもあった 

 ※赤色が濃い方がアルカリ性がより強い。 

 


